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補論（平成２０年６月１０日） 

 

 

｢篠山再生計画｣市民アンケート 

調査集計結果 
 
 
 

〔詳細版〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 2０年３月５日 

篠山再生市民会議 



Ⅰ 調査の概要  

 

１ 調査目的  

 

本調査は、平成20年5月に予定している｢行財政改革に伴う最終答申｣に向け、市

民の意見を反映させることを目的とする。  

 

２ 調査対象  

 

本調査は、篠山市に居住する18歳以上の市民を対象に住民基本台帳から抽出し、 

等間隔無作為抽出法により1,600人を対象とした。  

 

３ 調査期間  

 

平成20年2月1日（金）から平成20年2月25日（月）までを調査期間とした。  

 

４ 調査方法  

 

本調査は、郵送送付、郵送回収により実施した。  

 

５ 回収結果  

 

有効回収数（有効回収率）は以下のとおりである。  

配布数  有効回収数 有効回収率 

1,600件  751件  46.9%  
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Ⅱ 調査結果  

１ 回答者の属性  

  （１） 性 別  
(1)性別

12人
1.6%

311人
41.4%428人

57.0%

男性

女性

無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の男女構成は、男性が41.4%、女性が57.0%で、ほぼ半数ずつとなっている。なお、

平成20年2月末現在における篠山市の住民基本台帳による人口は45,603人で、男性が

48.1%(21,944人）、女性が51.9％（23,659人）である。 

 

 

（２） 年 齢  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の年齢層は多い順から、70歳代以上が21.3%、50歳代が21.2%、60歳代が20.8%、

40歳代が14.6%、30歳代が10.7%、29歳以下が9.9％となっている。 

(2)年齢12人
1.6%

160人
21.3%

156人
20.8%

159人
21.2%

110人
14.6%

74人
9.9%

80人
10.7%

29歳以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

無回答

 

2 



（３） 居 住 地  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の居住地は、「篠山地区」が49.3%、「丹南地区」が33.3%、「今田地区」が8.8%、「西

紀地区」が6.8%となっており、合併前の旧町間の人口比率である、いわゆる「5・3・1・1比率」

に近い割合となっている。 

 

 

(3)居住地

51人
6.8%

370人
49.3%250人

33.3%

66人
8.8%

14人
1.9%

篠山

西紀

丹南

今田

無回答

（４） 在 住 年 数 

 (4)在住年数
14人
1.9%

521人
69.4%

119人
15.8%

41人
5.5%

56人
7.5%

5年以内

6～10年

11～20年

21年以上

無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者を居住年数別にみると、「21年以上」が69.4%、「11～20年」が15.8%、「6～10年」が

7.5%、「5年以内」が5.5%となっている。 
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（５） 篠 山 市 出 身  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の出身をみると、篠山市出身が65.5%、篠山市外出身が32.5%となっている。 

 

 

(5)篠山市出身15人
2.0%

492人
65.5%

244人
32.5% はい

いいえ

無回答

（６） 職 業 

 
(6)職業17人

2.3%

102人
13.6%

240人
32.0%

28人
3.7%

16人
2.1%

74人
9.9%

53人
7.1%

183人
24.4%

38人
5.1%

会社員

公務員

自営業

農林業

自由業

学生

無職

その他

無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者を職業別でみると、「無職」が32.0%、「会社員」が24.4%、「その他」が13.6%となって

いる。 
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２ 篠山再生計画アンケート項目 
 

 
   

問

 

 

 

  

財

ている

で悪い

 

 

 

 

 

 
   

 
 
 
 

問２

よ

な

知

無

問２

問１ ば

た

 篠山

る」が

「知っ

 

 現在、篠山市の置かれている財政状況はきわめて厳しく、このまま推移すれ

４年後の平成２３年度には破たん状態に陥ることが予想されています。こうし
                （単位：人・%） 

１ 財政状況について 回答数 構成比

よく知っている 206 27.4%

だいたい知っている 267 35.6%

そこまで悪いとは思わなかった 242 32.2%

知らなかった 29 3.9%

無回答 7 0.9%

計 751 100.0%

政状況について、「よく知っている」が 27.4%、「だいたい知っている」が 35.6%で、「よく知っ

」、「だいたい知っている」を併せて約6割が「知っている」と回答している。一方、「そこま

とは思わなかった」が 32.2%、「知らなかった」が 3.9%となっている。 

市

つ

問１　財政状況について0.9%

27.4%

35.6%

32.2%

3.9%

よく知っている

だいたい知っている

そこまで悪いとは思わなかった

知らなかった

無回答

状況にあることをご存知ですか。１つ選んで番号に○をつけてください。 
 市民の立場から篠山再生を議論・検討し、市(市長)に提言を行う「篠山再生

民会議」が昨年７月にスタートしました。この会議の存在をご存知ですか。１
                （単位：人・%） 

 
 
 
 
 
 
 

 再生市民会議について 回答数 構成比

く知っている 185 24.6%

んとなく存在は知っている 297 39.5%

らなかった 263 35.0%

回答 6 0.8%

計 751 100.0%

選んで番号に○をつけてください。 

問２　再生市民会議について
0.8%

35.0%

39.5%

24.6%
よく知っている

なんとなく存在は知っている

知らなかった

無回答

再生市民会議の存在について、「よく知っている」が24.6%、「なんとなく存在は知ってい

39.5%となっており、「よく知っている」と「なんとなく存在は知っている」を併せて約 6 割が

ている」と回答している。一方、「知らなかった」が 35.0%となっている。 
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問３

。

１つ選んで番号に○をつけてください。 
 

問３　答申内容について0.9%
4.9%

16.8%

33.2%

44.2%
よく知っている

だいたい知っている

内容までは知らない

知らない

無回答

                   （単位：人・%） 

問３ 答申内容について 回答数 構成比

よく知っている 37 4.9%

だいたい知っている 126 16.8%

内容までは知らない 249 33.2%

知らない 332 44.2%

無回答 7 0.9%

計 751 100.0%

 
 
 
 

答申内容について、「よく知っている」が 4.9%、「だいたい知っている」が 16.8%、一方、

「内容までは知らない」が 33.2%、「知らない」が 44.2%となっている。 

 
 

 

問４ げ

選

事

   

問

 

 当面の財政破たんを回避するためには、負担を増やすか、行政サービスを下

るしかありませんが、下記の項目のうち何を優先すべきと思われますか。３つ

んで優先すべき順に、１・２・３と番号を付けてください。その他の具体的な
 「篠山再生市民会議」は、昨年１１月に財政破綻を回避するための「行財政改

革第一次答申」を市(市長)に提出しましたが、その内容についてご存知ですか
例があればお書きください。 

                                    （単位：人・%） 

４ 優先すべき項目 第 1優先 第 2 優先 第 3 優先 計 構成比 

議員定数・報酬減 269 152 100 521 69.4% 

職員数減 120 165 125 410 54.6% 

職員給与減 112 108 90 310 41.3% 

公共施設閉鎖統廃合 87 89 107 283 37.7% 

市民団体の補助金減 19 63 88 170 22.6% 

行政事務を市民へ 5 25 45 75 10.0% 

サービス水準減 6 17 32 55 7.3% 

市民の金銭負担増 18 13 17 48 6.4% 

その他 13 8 16 37 4.9% 

計 648 639 619 1,906 - 
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問４　優先すべき項目

37人 (4.9%)

48人 (6.4%)

55人 (7.3%)

75人 (10.0%)

170人 (22.6%)

283人 (37.7%)

310人 (41.3%)

410人 (54.6%)

521人 （69.4%）

0 100 200 300 400 500 600

その他

市民の金銭負担増

サービス水準減

行政事務を市民へ

市民団体の補助金減

公共施設統廃合

職員給与減

職員数減

議員定数・報酬減

第1優先

第2優先

第3優先

 
 行政改革の施策で優先すべき項目について、最も多いのは「議員定数・報酬減」が 69.4%、

次いで「職員数減」が 54.6%、「職員給与減」が 41.3%という結果になり、議員、職員の人件費を

減らす方策が上位を占めた。一方、「市民の金銭負担増」が 6.4%、「サービス水準減」が 7.3%と

なっている。 

 
 

問

支

市

中

こ

公

総

診

チ

西

コ

問５
 下記の公共施設や公共サービスを年間どの程度利用されますか。利用回数をご
 

（単位：人・回） 

５ 施設・サービス年間 

利用状況 

1～ 

5 回 

6～ 

10 回 

11～ 

50 回 

51～ 

100回

100回

～ 

利用

者数

延べ

人数 

平均利

用回数 

 所 277 73 41 0 0 391 2277 5.8  

民センター 267 62 53 3 0 385 2807 7.3  

央図書館 172 63 126 6 3 370 5114 13.8  

んだ薬師温泉ぬくもりの郷 227 38 37 0 2 304 1953 6.4  

民館 129 46 64 3 0 242 2394 9.9  

合スポーツセンター 94 20 22 2 2 140 1616 11.5  

療所 91 12 28 0 0 131 829 6.3  

ルドレンズミュージアム 94 11 3 0 0 108 317 2.9  

紀運動公園（プール含む） 41 9 28 4 6 88 2576 29.3  

ミュニティバス 14 7 6 2 0 29 374 12.9  

記入ください。その他の具体的な施設等があればお書きください。 
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問５　施設・サービス年間利用状況
（利用回数ごとに積み上げた利用者数及び延べ人数）

108

(14.4%)

131

(17.4%)

140

(18.6%)

242

(32.2%)

29

(3.9%)

88

(11.7%)

391

（52.1%）

385

(51.3%) 370

(49.3%)

304

(40.5%)

2807

1953

2576

317

829

1616

374

2394

5114

2277

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

550

支
　

所

市

民

セ

ン
タ

ー

図

書

館

こ

ん
だ
薬

師

温

泉

ぬ
く

も

り

の
郷

公

民

館

総

合

ス
ポ

ー

ツ

　

　

　

セ

ン
タ

ー

診

療

所

チ

ル
ド

レ

ン
ズ

ミ

ュ
ー

ジ

ア

ム

西

紀

運

動

公

園

（
プ
ー

ル
含

む

）

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ

　

　

　

　

　

バ

ス

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500

5000

5500

100回以上

51-100回

11-50回

6-10回

1-5回

延べ人数

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
施設、サービスの利用状況について、利用したことがあるのは「支所」が 52.1%と多く、次い

で、「市民センター」（51.3%）、「図書館」（49.3%）となっており、延べ利用者数は「図書館」が

5,114 人と多く、次いで、「市民センター」（2,807 人）、「西紀運動公園」（2,576 人）となってい

る。 

 

 

 

問６ 廃

思

あ

 

 

 

 

 「篠山再生市民会議」では、行財政改革のひとつの方策として、公共施設の

止・統合・縮小を議論しています。各施設別にどのような改革が必要であると

われますか。該当する項目に○をつけてください。その他の具体的な施設等が
ればお書きください。 
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（単位：人） 

問６ 施設の改革 規模拡大 現状維持 規模縮小 廃止・休止 わからない 無回答 

支 所 11 310 215 81 51 83 

公民館 9 245 231 93 68 105 

診療所 59 379 61 52 96 104 

市民センター 7 335 186 65 52 106 

中央図書館 20 367 173 58 37 96 

総合スポーツセンター 18 280 195 53 89 116 

チルドレンズミュージアム 9 124 157 264 92 105 

西紀運動公園（プール含む） 10 211 184 145 94 107 

こんだ薬師温泉ぬくもりの郷 37 395 90 47 74 108 

コミュニティバス 48 184 78 224 113 104 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問６　施設ごとの改革方策について

7.9%

6.4%

50.5%

52.6%

48.9%

41.3%

37.3%

32.6%

24.5%

28.1%

8.1%

12.0%

23.0%

24.8%

28.6%

26.0%

30.8%

10.4%

24.5%

20.9%

6.9%

6.3%

7.7%

8.7%

10.8%

7.1%

12.4%

29.8%

19.3%

35.2%

12.8%

9.9%

4.9%

6.9%

6.8%

11.9%

9.1%

15.0%

12.5%

12.3%

13.8%

14.4%

12.8%

14.1%

11.1%

15.4%

14.0%

13.8%

14.2%

14.0%

4.9%

2.7%

1.5%

0.9%

2.4%

1.2%

1.3%

1.2% 16.5%

44.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

診療所

こんだ薬師温泉
ぬくもりの郷

中央図書館

市民センター

支所

総合スポーツ
センター

公民館

コミュニティバス

西紀運動公園
（プール含む）

チルドレンズ
ミュージアム

規模拡大

現状維持

規模縮小

廃止・休止

わからない

無回答

 施設ごとの改革方策については、「規模縮小」、「廃止・休止」が多いのは、「チルドレンズ

ミュージアム」（56.1%）、次いで「西紀運動公園（プール含む）」（43.8%）、「公民館」（43.2%）と

なっている。一方、「規模拡大」、「現状維持」が多かったのは、「診療所」（58.4%）、次いで「こ

んだ薬師温泉ぬくもりの郷」（57.5%）、「中央図書館」(51.6%)となっている。 
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問７ の

さ

 

0

50

100

150

200

250

300

350

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

（

 

 「篠山再生市民会議」では、各支所のあり方も議論しています。支所の内ど

支所をいちばん多く利用されていますか。１つ選んで番号に○をつけてくだ
い。 

（単位：人） 

問７ 支所利用 篠山在住 西紀在住 丹南在住 今田在住 無回答 計 構成比 

城東支所 63 0 0 0 0 63 8.4% 

多紀支所 48 0 0 0 1 49 6.5% 

西紀支所 4 46 21 0 1 72 9.6% 

丹南支所 11 1 143 1 1 157 20.9% 

今田支所 1 0 4 60 1 66 8.8% 

本庁利用 225 4 71 1 9 310 41.3% 

無回答 18 0 11 4 1 34 4.5% 

計 370 51 250 66 14 751 100.0% 

問７　多く利用する支所

63人
(8.4%) 49人

(6.5%)

72人
(9.6%)

157人
(20.9%)

66人
(8.8%)

310人
(41.3%)

34人
(4.5%)

城
東
支
所

多
紀
支
所

西
紀
支
所

丹
南
支
所

今
田
支
所

本
庁
利
用

無
回
答

篠山在住

西紀在住

丹南在住

今田在住

無回答

いちばん多く利用する支所については、「本庁利用」が 41.3%と多く、次いで「丹南支所」

20.9％）、「西紀支所」（9.6%）、「今田支所」（8.8%）、「城東支所」（8.4%）、「多紀支所」

6.5%）、となっている。 
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問８ ・

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2

 「篠山再生市民会議」では、行財政改革のひとつの方策として、支所の廃止

統合・縮小も議論しています。支所の今後についてどのように思われますか。１
つ選んで番号に○をつけてください。 

（単位：人） 

問８支所統廃合 篠山在住 西紀在住 丹南在住 今田在住 無回答 計 構成比 

優先して行う 68 3 59 6 0 136 18.1% 

止むを得ない 173 19 113 16 8 329 43.8% 

すべきでない 88 27 58 40 6 219 29.2% 

わからない 26 2 11 3 0 42 5.6% 

無回答 15 0 9 1 0 25 3.3% 

計 370 51 250 66 14 751 100.0% 

問８　支所の廃止・統合・縮小

25人
(3.3%)

42人
(5.6%)

219人
(29.2%)

329人
(43.8%)

136人
(18.1%)

0

50

100

150

200

250

300

350

優

先

し

て
行

う

止

む

を
得

な

い

す

べ
き

で
な

い

わ

か
ら

な

い

無

回

答

篠山在住

西紀在住

丹南在住

今田在住

無回答

支所の廃止・統合・縮小については、「止むを得ない」が 43.8%、「すべきでない」が

9.2%、「優先して行う」が 18.1％、「わからない」が 5.6％となっている。 
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問９ つ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 少子化対策等のため、小学校の統廃合も議論しています。小学校の統廃合に
いてどのように思われますか。１つ選んで番号に○をつけてください。 

（単位：人） 

問９小学校統廃合 篠山在住 西紀在住 丹南在住 今田在住 無回答 計 構成比 

優先して行う 56 2 31 6 2 97 12.9% 

止むを得ない 179 28 111 32 8 358 47.7% 

すべきでない 108 16 91 24 4 243 32.4% 

わからない 17 5 9 3 0 34 4.5% 

無回答 10 0 8 1 0 19 2.5% 

計 370 51 250 66 14 751 100.0% 

問９　小学校の統廃合

243人
(32.4%)

358人
(47.7%)

97人
(12.9%)

34人
(4.5%) 19人

(2.5%)

0

50

100

150

200

250

300

350

400

優
先

し

て
行

う

止

む

を

得

な

い

す

べ
き

で
な

い

わ

か
ら

な

い

無

回
答

篠山在住

西紀在住

丹南在住

今田在住

無回答

小学校の統廃合については、「止むを得ない」が 47.7%、「すべきでない」が 32.4%、

「優先して行う」が 12.9％、「わからない」が 4.5%となっている。 
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問 1 。

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
合

下」

善し
0 市は合併後、行政改革(職員数削減や補助金縮減など)に取り組んできました

この間、市民サービスは全体的に低下したと思いますか。１つ選んで番号に○を
つけてください。 

                                  （単位：人） 

問10市民サービス 篠山在住 西紀在住 丹南在住 今田在住 無回答 計 構成比 

はっきり低下 34 12 24 16 1 87 11.6% 

やや低下 48 13 43 16 1 121 16.1% 

変わらない 163 15 100 16 4 298 39.7% 

改善した 24 2 11 3 3 43 5.7% 

わからない 88 9 60 14 5 176 23.4% 

無回答 13 0 12 1 0 26 3.5% 

計 370 51 250 66 14 751 100.0% 

問10　合併後の市民サービス

121人
(16.1%)

87人
(11.6%)

26人
(3.5%)

176人
(23.4%)

43人
(5.7%)

298人
(39.7%)

0

50

100

150

200

250

300

350

は

っ
き
り
低
下

や
や
低
下

変

わ
ら
な

い

改
善

し
た

わ

か
ら
な

い

無
回
答

篠山在住

西紀在住

丹南在住

今田在住

無回答

併後の市民サービスの状況については、「変わらない」が 39.7%となっている。「やや低

（16.1%）と「はっきり低下」（11.6％）を併せて、約３割が「低下」したと回答した一方、「改

た」と回答したのは、5.7%となっている。 
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組

さ

問 11 歳出の削減だけでなく、今後、市を活性化し、歳入の増加につながる取り

みも議論したく思っています。あなたにアイディアがありましたらお書きくだ

い。 
(自由記述：別途集計) 

 

 

問 ２

事

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

歴史・

丹波

子

地域

 

と

い

12 篠山市は今後、どのような“まち”を目指していくべきとお考えですか。

つ選んで優先すべき順に、１・２と番号を付けてください。その他の具体的な
例があればお書きください。 

（単位：人） 

問 12 どのようなまちを目指すか 第 1優先 第 2優先 計 構成比 

地域福祉・医療サービス 223 188 411 54.7%

都市開発・企業誘致 202 91 293 39.0%

子どもへの教育・保育 72 126 198 26.4%

丹波篠山ブランド・農林業 62 128 190 25.3%

歴史・文化・自然環境保全 91 69 160 21.3%

観光産業・商業 23 53 76 10.1%

その他 7 3 10 1.3%

計 680 658 1338 -

問１２　どのようなまちを目指すか

160人
(21.3%)

411人
(54.7%)

293人
(39.0%)

198人
(26.4%)

190人
(25.3%)

76人
(10.1%)

10人
(1.3%)

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

その他

観光産業・商業

文化・自然環境保全

篠山ブランド・農林業

どもへの教育・保育

都市開発・企業誘致

福祉・医療サービス

第1優先

第2優先

どのような“まち”を目指していくべきかについては、「地域福祉・医療サービス」が 30.7%

多く、次いで「都市開発・企業誘致」（21.9%）、「子どもへの教育・保育」（14.8％）となって

る。 
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問 ビ

く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文化

市

13 行政が市民に提供するサービス等で、拡充して欲しいと思われる行政サー

スの分野は何ですか。３つ選んで優先すべき順に、１・２・３と番号を付けて
ださい。その他の具体的な事例があればお書きください。 

（単位：人） 
問13 拡充して欲しい行政サービス 第 1優先 第 2優先 第3優先 計 構成比 

保健・医療 191 125 108 424 56.5% 

高齢者福祉 149 130 80 359 47.8% 

子育て支援 93 94 60 247 32.9% 

農林業 58 60 50 168 22.4% 

災害、防犯対策 36 57 54 147 19.6% 

学校教育 31 51 61 143 19.0% 

環境保全・美化 13 32 44 89 11.9% 

地域活動支援 25 23 39 87 11.6% 

商工業 30 23 24 77 10.3% 

観光業 21 21 35 77 10.3% 

障害者福祉 16 26 28 70 9.3% 

道路網整備 9 20 32 61 8.1% 

市政への市民参画 13 16 23 52 6.9% 

文化・芸術・スポーツ 11 8 21 40 5.3% 

公共施設整備 1 6 6 13 1.7% 

その他 4 3 4 11 1.5% 

問１３　拡充して欲しい行政サービス

11人(1.5%)

424人(56.5%)

359人(47.8%)

247人(32.9%)

168人(22.4%)

147人(19.6%)

143人(19.0%)

89人(11.9%)

87人(11.6%)

77人(10.3%)

77人(10.3%)

70人(9.3%)

61人(8.1%)

52人(6.9%)

40人(5.3%)

13人(1.7%)

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

その他

公共施設整備

・芸術・スポーツ

政への市民参画

道路網整備

障害者福祉

観光業

商工業

地域活動支援

環境保全・美化

学校教育

災害、防犯対策

農林業

子育て支援

高齢者福祉

保健・医療

第1優先

第2優先

第3優先
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拡充してほしい行政サービスについては、「保健・医療」が 20.5%と多く、次いで、「高齢

者福祉」（17.4%）、「子育て支援」（12.0%）となっている。 

 

き
問 14 あなたは篠山市のどんなところが好きですか、具体的な事例があればお書

ください。 
    (自由記述：別途集計) 

 

体
問 15 逆に、あなたは篠山市のどんなところが嫌い(変わって欲しい)ですか、具

的な事例があればお書きください。 

    (自由記述：別途集計) 
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問１ 現在、篠山市の置かれている財政状況はきわめて厳しく、このまま推移すれ

成２３年度には破たん状態に陥ることが予想されています。こうした状況にあ

知ですか、１つ選んで番号に○をつけてください。 

 １ よく知っている   ２ だいたい知っている 
 ３ 悪いということは知っているがそこまで悪いとは思わなかった   ４ 知ら
 
 
問２ 市民の立場から篠山再生を議論・検討し、市(市長)に提言を行う「篠山再生

昨年７月にスタートしました。この会議の存在をご存知ですか。１つ選んで番

てください。 

 １ よく知っている   ２ なんとなく存在は知っている   ３ 知らなかっ
 
 
問３ 「篠山再生市民会議」は、昨年１１月に財政破綻を回避するための「行財政

申」を市(市長)に提出しましたが、その内容についてご存知ですか。１つ選ん

つけてください。 

 １ よく知っている   ２ だいたい知っている 

 ３ 答申があったことは知っているが内容までは知らない   ４ 知らない 
 
 
問４ 当面の財政破たんを回避するためには、負担を増やすか、行政サービスを下

ませんが、下記の項目のうち何を優先すべきと思われますか。３つ選んで優先

１・２・３と番号を付けてください。その他の具体的な事例があればお書きく

 市民の金銭的な負担増（税金・公共料金等）  市民へのサービス水準の一

 職員給与等の削減  職員数を減らし人件費の削

 議員定数や報酬の削減  一部公共施設を閉鎖・統廃

 市民団体等への補助金の削減  行政事務の一部を市民が担

 その他(             )  その他(        

 

 
問５ 下記の公共施設や公共サービスを年間どの程度利用されますか。利用回数を

い。その他の具体的な施設等があればお書きください。 

施  設  名 年間利用回数 施  設  名 

支   所 回 公 民 館 

診 療 所 回 市民センター 

中央図書館 回 総合スポーツセンター 

チルドレンズミュージアム 回 西紀運動公園(プール含む) 

こんだ薬師温泉ぬくもりの郷 回 コミュニティバス 

その他(         ) 回 その他(         ) 

 

「篠山再生計画」市民アンケート調査票 
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ば４年後の平

ることをご存

なかった 

市民会議」が

号に○をつけ

た 

改革第一次答

で番号に○を

げるしかあり

すべき順に、

ださい。 

部を削減 

減 

合 

う 

     ) 

ご記入くださ

年間利用回数

回

回

回

回

回

回



 問６ 
 
 
 
 
 
 
 
 

「篠山再生市民会議」では、行財政改革のひとつの方策として、公共施設の廃止・統合・

縮小を議論しています。各施設別にどのような改革が必要であると思われますか。該当する

項目に○をつけてください。その他の具体的な施設等があればお書きください。 

施  設  名 規模拡大 現状維持 規模縮小 廃止・休止 わからない

支   所      

公 民 館      

診 療 所      

市民センター      

中央図書館      

  総合スポ   ーツセンター    

チルドレンズミュージアム      

西紀運動公園(プール含む)      

こんだ薬師温泉ぬくもりの郷      

コミュニティバス      

その他(         )      

その他(         )      

 
 
問７ 「篠山再生市民会議」では、各支所のあり方も議論しています。支所の内どの支所をいち

ばん多く利用されていますか。１つ選んで番号に○をつけてください。 

 １ 城東支所   ２ 多紀支所   ３ 西紀支所   ４ 丹南支所   ５ 今田支所 
 ６ 本庁利用のため支所は利用しない 
 
 
問８ 「篠山再生市民会議」では、行財政改革のひとつの方策として、支所の廃止・統合・縮小

も議論しています。支所の今後についてどのように思われますか。１つ選んで番号に○をつ

けてください。 

 １ 優先して行うべき   ２ 他の対策をとった上で、必要であればやむを得ない 
 ３ 他の施設を廃止・統合・縮小しても支所だけはすべきでない   ４ わからない 
 
 
問９ 少子化対策等のため、小学校の統廃合も議論しています。小学校の統廃合についてどのよ

うに思われますか。１つ選んで番号に○をつけてください。 

 １ 優先して行うべき   ２ 他の対策をとった上で、必要であればやむを得ない 
 ３ 他の施設を廃止・統合・縮小しても小学校だけはすべきでない   ４ わからない 
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問 10 市は合併後、行政改革(職員数削減や補助金縮減など)に取り組んできました。この間、市

民サービスは全体的に低下したと思いますか。１つ選んで番号に○をつけてください。 

 １ はっきり低下した    ２ やや低下した    ３ 変わらない 

 ４ むしろ改善した     ５ わからない 

 
 
問 11 歳出の削減だけでなく、今後、市を活性化し、歳入の増加につながる取り組みも議論した

く思っています。あなたにアイディアがありましたらお書きください。 

                                           

                                           

                                           

 

 

問 12 篠山市は今後、どのような“まち”を目指していくべきとお考えですか。２つ選んで優先

すべき順に、１・２と番号を付けてください。その他の具体的な事例があればお書きくださ

い。 

 都市開発や外部からの企業誘致に力を入れ、人口増を図りながら発展するまち 

 開発は極力抑制し、歴史・文化・自然環境を保全するまち 

 地域福祉や医療のサービスを充実させ、高齢になっても安心して暮らせるまち 

 次代を担う子供たちへの教育・保育サービスの充実したまち 

 城下町としての観光産業の育成に力を入れ、商業を中心としたまち 

 丹波篠山ブランドの育成に力を入れ、農林業を中心としたまち 
 その他（                                 ） 
 

 

問 13 行政が市民に提供するサービス等で、拡充して欲しいと思われる行政サービスの分野は何

ですか。３つ選んで優先すべき順に、１・２・３と番号を付けてください。その他の具体的

な事例があればお書きください。 

 地域(自治)活動の支援  災害、防犯対策 

 高齢者福祉の充実  障害者福祉の充実 

 子育て支援施策の充実  保健・医療の充実 

 農林業の振興  商工業の振興 

 観光業の振興  学校教育の充実 

 公共施設の整備促進  道路網等の整備促進 

 環境保全・美化対策  文化・芸術・スポーツの振興 

 市政への市民参画  その他(             ) 
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問 14 あなたは篠山市のどんなところが好きですか、具体的な事例があればお書きください。 

                                           

                                           

                                           

 

 

問 15 逆に、あなたは篠山市のどんなところが嫌い(変わって欲しい)ですか、具体的な事例があ

ればお書きください。 

                                           

                                           

                                           

 
 
問 16 最後にあなたご自身に関することをお尋ねします。 

(1) 性別は 

 １ 男性   ２ 女性 

 

 (2) 年齢は 

 １ 29 歳以下   ２ 30 歳代   ３ 40 歳代   ４ 50 歳代   ５ 60 歳代  
 ６ 70 歳代以上 

 

 (3) お住まいの地区(旧町)は 

 １ 旧篠山町   ２ 旧西紀町   ３ 旧丹南町   ４ 旧今田町 

 

 (4) 篠山市にお住まいになって、何年になりますか 

 １ 5 年以内   ２ 6 年～10 年   ３ 11 年～20 年   ４ 21 年以上 

 

 (5) 篠山市で生まれた、または育った方ですか（一度、篠山市を出られ戻られた方も含みま

す）。 

 １ はい   ２ いいえ 

 

 (6)ご職業は 

 １ 会社員   ２ 公務員   ３ 自営業   ４ 農林業   ５ 自由業 

 ６ 学 生   ７ 無 職   ８ その他 

 

 

以上で質問は終わりです。ご協力ありがとうございました。  
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